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【
災
害
義
援
金
の
お
礼
と
お
願
い
】

【
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
お
礼
】

　
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
現

在
、
左
記
の
災
害
義
援
金
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　
既
に
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
ご
協
力
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
義
援
金
を
受
付
中
で
す
の

で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
・
東
日
本
大
震
災
義
援
金

　
・
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金

　
・
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金

　
・
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

　
　
災
害
義
援
金

　
本
年
度
も
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
各
家
庭
や
、

さ
つ
ま
町
内
の
各
職
域
、
学
校
に
お

声
か
け
し
、
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
つ
ま
町
内
で
は
、
４
百
73
万
９

千
５
百
24
円
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
。
募
金
く
だ
さ
い
ま
し
た
浄
財
は
、

鹿
児
島
県
共
同
募
金
会
へ
一
旦
送
金

さ
れ
、
さ
つ
ま
町
共
同
募
金
委
員
会

を
通
じ
、
地
域
福
祉
活
動
に
役
立
て

ら
れ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
と
、

推
進
し
て
お
り
ま
す
事
務
・
事
業
に
、
多

大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
当
協
議
会
は
、
こ
の
町
の
福
祉
の
向
上

を
目
指
し
て
、「
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く

り
」
や
「
さ
つ
ま
く
ら
し
・
し
ご
と
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
中
心
に
し
た
生
活

支
援
や
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運

営
な
ど
、
福
祉
に
係
る
多
く
の
事
務
・
事

業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
近
年
、
福

祉
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、
急
速
な
少

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

二階堂　清一　会長

子
・
高
齢
化
の
進
展
や
核
家
族
化
に
よ
り
、

一
人
ぐ
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
が
増
加
の
傾

向
に
あ
り
、
家
庭
・
家
族
に
よ
る
介
護

力
が
低
下
す
る
な
ど
、
大
き
く
変
化
し

て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地

域
に
お
い
て
も
、
高
齢
化
と
ど
う
向
き
合

う
か
が
大
き
な
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
社
会
福

祉
協
議
会
は
町
と
一
体
と
な
っ
て
、
地
域

福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
福
祉

に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
計
画
を
基
本
に
、

皆
様
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
さ
れ
る
よ
う
、
各
種
の
事
務
・
事
業
を

展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
要
求
や
、

時
代
の
要
請
に
十
分
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

さ
つ
ま
町
は
も
と
よ
り
、
関
係
福
祉
団

体
・
福
祉
施
設
等
の
皆
様
と
連
携
し
、
職

員
一
丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
目
指
し
ま

す
。

　
最
後
に
、
平
成
の
年
号
と
新
し
い
年
号

を
合
せ
も
つ
こ
の
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て

よ
り
良
き
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
御
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

山
崎
区

　
昨
年
度
に
、
区
全
体
で
支
え
合
い
マ
ッ

プ
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
て
か
ら
ち
ょ
う

ど
１
年
が
経
つ
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
で
の
目
標
に
対
す
る
進
捗
状
況

や
、
見
守
り
対
象
者
の
見
直
し
等
に
つ
い

て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
図
を

囲
ん
で
、
会

の
開
始
前
か

ら
積
極
的
に

話
し
合
っ
て

く
だ
さ
い
ま

し
た
。

時
吉
区

　
毎
年
、
イ

ル

ミ

ネ

ー

シ
ョ
ン
の
輝

く
季
節
に
お

集
ま
り
く
だ

さ
っ
て
、
話

し
合
い
を
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
比
較
的

に
住
宅
が
密
集
し
て
い
る
地
区
で
、
健
康

づ
く
り
や
見
守
り
活
動
に
対
す
る
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
意
識
が
高
い
こ
と
が
伺
え
ま

し
た
。

熊
田
公
民
会

　
今
回
で
３
回
目
と
な
る
支
え
合
い
マ
ッ

プ
づ
く
り
で
し
た
。
民
生
委
員
を
中
心
に
、

公
民
館
前
の
手
す
り
の
設
置
な
ど
年
々
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
さ
れ
て
お
り
、
こ
ろ
ば

ん
体
操
で
毎
週
集
ま
ら
れ
る
サ
ロ
ン
メ
ン

バ
ー
の
た
め
に
、
地
域
で
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
用
具
を
手
作
り
さ
れ
ま
し
た
。
次

回
は
、
ど
の
よ
う
な
発
展
が
あ
る
の
か
楽

し
み
で
す
。

　
今
回
は
、
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い

き
サ
ロ
ン
で
利
用
の
あ
る
研
修
先
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

鹿
児
島
市

　
今
年
度
は
大
河
ド
ラ
マ
『
西
郷
ど
ん
』

の
影
響
も
あ
り
、
鹿
児
島
市
に
人
気
が
あ

り
ま
し
た
。
維
新
ふ
る
さ
と
館
や
大
河
ド

ラ
マ
館
（
１
月
14
日
ま
で
）、
南
洲
墓
地

が
研
修
先
と
し
て
多
か
っ
た
で
す
。
他
に

も
、
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社
も
根
強
い
人
気

が
あ
り
、
県
庁
の
庁
舎
見
学
で
は
、
予
約

を
す
る
こ
と
で
、「
丁
寧
な
案
内
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
の
感
想
も
伺
い
ま

し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
れ
ば
、
県
庁
の
展

望
台
か
ら
の
桜
島
が
と
て
も
キ
レ
イ
で
す

ね
！

薩
摩
川
内
市

　
『
災
害
へ
の
備
え
』
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

地
震
体
験
や
い
ざ
と
い
う
時
の
通
報
体
験

な
ど
、
薩
摩
川
内
市
消
防
局
防
災
研
修
セ

ン
タ
ー
が
、
体
験
型
の
研
修
と
し
て
面
白

そ
う
で
す
よ
！

　
川
内
原
子
力
発
電
所
展
示
館
も
、
入
館

無
料
で
原
子
炉
の
安
全
の
し
く
み
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
べ
ま
す
。

伊
佐
市

　
『
東
洋
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
』
と
も
呼
ば
れ

る
、
曽
木
の
滝
の
落
差
を
利
用
し
た
水
力

発
電
を
行
っ
て
い
る
、
新
曽
木
発
電
所
の

見
学
が
で
き
ま
す
。
鶴
田
ダ
ム
、
旧
曽
木

発
電
所
遺
構
と
併
せ
て
、
川
内
川
流
域
の

近
場
で
学
べ
る
研
修
先
で
す
。
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↑　11月21日（水）、勤労感謝の日に際して、信教寺保育園の園児

の皆さんから、素敵な壁掛けの贈り物をいただきました。事務所に

飾らせていただきます。ありがとうございました。
↑　寄贈された、壁掛け

（URL　https://satsuma-shakyo.jp/）

【
信
教
寺
保
育
園
か
ら
の
寄
贈
】

QRコード
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10
月
20
日
（
土
）、
宮
之
城
ひ
ま
わ
り

館
に
お
き
ま
し
て
、
福
祉
の
合
同
就
職
面

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
つ
ま
町
内
の
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会

に
よ
る
事
業
と
し
て
、
宮
之
城
ふ
く
し
園
、

ア
ル
テ
ン
ハ
イ
ム
鶴
宮
園
、
ク
オ
ラ
、
さ

つ
ま
町
役
場
子
育
て
支
援
係
、
さ
つ
ま
町

社
会
福
祉
協
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ー
ス
を

設
置
し
、
合
同
で
就
職
面
談
会
を
行
い
ま

し
た
。

　
福
祉
の
職
場
に
馴
染
み
を
持
っ
て
い
た

だ
く
為
の
企
画
で
し
た
。

　
今
年
度
、
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
さ
つ
ま
町
が
策
定
す
る
、「
地
域

福
祉
計
画
」
に
合
わ
せ
て
、「
地
域
福
祉

活
動
計
画
」
を
策
定
中
で
す
。

　
地
域
福
祉
活
動
計
画
と
は
、
日
頃
、
地

域
で
実
践
さ
れ
て
い
る
福
祉
の
取
組
み
を

文
章
化
し
、
今
後
の
取
組
み
の
計
画
を
立

て
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
役
立
て
い
こ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

　
９
月
25
日
（
火
）
の
、
第
一
回
計
画
策

定
委
員
会
を
皮
切
り
に
、
計
画
の
策
定
作

業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
11
月
に
は
、
さ
つ
ま
町
と
合
同
で
、
５

地
区
・
支
部
ご
と
に
地
域
福
祉
座
談
会
を

行
い
、
地
域
の
方
々
と
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
さ
つ
ま
町
で
は
、
町
内
の
社
会

福
祉
法
人
10
施
設
を
対
象
に
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
１

月
24
日
（
木
）
の
第
二
回
計
画
策
定
委
員

会
で
計
画
案
の
審
議
、
そ
の
後
、
２
月
28

日
（
木
）
の
第
三
回
計
画
策
定
委
員
会
で

の
承
認
を
も
っ
て
、
計
画
が
完
成
す
る
予

定
で
す
。

　
12
月
６
日
〜
７
日
、
市
町
村
社
会
福
祉

協
議
会
職
員
研
修
会
と
し
て
、
宮
崎
県
日

向
市
と
日
之
影
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
を

視
察
し
て
参
り
ま
し
た
。
両
社
会
福
祉
協

議
会
と
も
、
と
て
も
幅
広
く
事
業
展
開
を

さ
れ
て
お
り
、
日
之
影
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
町
の
中
心
部
に
位
置
す
る
元
は

食
堂
だ
っ
た
跡
地
を
、
地
域
の
拠
り
所
、

茶
飲
み
場
と
し
て
改
装
し
、
活
用
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
建
物
は
、「
ま
さ
の
や
」
と

命
名
さ
れ
、
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で

の
集
い
の
場
と
し
て
、
大
い
に
地
域
の
活

性
化
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 ↑　地域の交流拠点「まさのや」

【
福
祉
の
合
同
就
職
面
談
会
】

【
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
中
】

【
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
研
修
報
告
】
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
様
方
よ
り
い
た

だ
き
ま
し
た
寄
付
を
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
平
成
30
年
10
月
1
日
　
〜
　

　
　
平
成
30
年
12
月
31
日
受
付
分
）

寄
付
者
名
　
（
故
人
名
）《
敬
称
略
》

（
町
内
は
大
字
、
町
外
は
住
所
地
）

神
囿
　
忠
美
（
故
　
神
囿
ヒ
ロ
子
）
柏
原

酒
匂
　
嘉
徳
（
故
　
酒
匂
　
冨
子
）
時
吉

児
玉
　
房
子
（
故
　
児
玉
　
光
正
）
虎
居

辻
囿
　
正
光
（
故
　
辻
囿
マ
ツ
エ
）
湯
田

北
迫
　
和
人
（
故
　
北
迫
　
光
子
）
永
野

谷
山
　
洋
子
（
故
　
谷
山
　
　
繁
）
鶴
田

熊
田
　
岐
利
（
故
　
熊
田
　
國
美
）
求
名

神
村
　
泰
夫
（
故
　
神
村
サ
チ
子
）
中
津
川

畑
井
田
加
代
子
（
故
　
下
簗
ア
キ
エ
）
求
名

⻆
　
　
秀
男
（
故
　
⻆
　
　
ク
ミ
）
虎
居

諏
訪
　
孝
二
（
故
　
諏
訪
　
ユ
リ
）
中
津
川

髙
代
　
益
男
（
故
　
髙
代
カ
オ
ル
）
佐
志

鹿
子
木
五
代
（
故
　
三
浦
　
ト
ミ
）
久
富
木

平
城
　
純
一
（
故
　
平
城
　
ミ
ヱ
）
二
渡

桑
波
田
　
易
（
故
　
桑
波
田
ミ
ヨ
コ
）
湯
田

折
小
野
豊
作
（
故
　
折
小
野
ユ
キ
エ
）
二
渡

正
岡
　
勝
美
（
故
　
正
岡
　
シ
ヅ
）
鶴
田

古
町
　
靖
子
（
故
　
古
町
　
三
男
）
中
津
川

福
島
　
ス
ヤ
（
故
　
福
島
　
久
男
）
二
渡

戸
子
田
孝
喜
（
故
　
戸
子
田
敏
子
）
求
名

内
村
　
信
明
（
故
　
内
村
ノ
リ
子
）
白
男
川

田
中
久
美
子
（
故
　
田
中
　
倫
夫
）
虎
居

桑
園
　
充
郎
（
故
　
桑
園
　
正
子
）
久
富
木

有
川
　
清
春
（
故
　
有
川
キ
ヨ
子
）
平
川

堀
之
内
光
子
（
故
　
神
川
　
榮
光
）
虎
居

木
　
禮
子
（
故
　

木
　
益
巳
）
求
名

牟
田
園
正
明
（
故
　
牟
田
園
リ
ツ
）
佐
志

紺
屋
由
美
子
（
故
　
紺
屋
市
太
郎
）
時
吉

栗
野
め
ぐ
み
（
故
　
栗
野
　
　
勇
）
神
子

上
川
畑
　
勉
（
故
　
上
川
畑
と
み
）
柏
原

時
吉
　
美
俊
（
故
　
時
吉
ヒ
テ
子
）
虎
居

南
　
マ
サ
子
（
故
　
南
　
　
重
盛
）
佐
志

木
下
ミ
ヨ
子
（
故
　
木
下
　
秀
年
）
中
津
川

後
藤
　
鉄
三
（
故
　
後
藤
フ
ヂ
ヱ
）
日
置
市

仮
屋

　
鶴
子
（
故
　
仮
屋
　
市
政
）
船
木

山
下
　
信
夫
（
故
　
山
下
ミ
ド
リ
）
二
渡

富
園
美
津
子
（
故
　
富
園
　
幸
一
）
白
男
川

轟
原
　
光
陽
（
故
　
轟
原
　
大
作
）
中
津
川

平
原
　
　
貢
（
故
　
平
原
ヨ
シ
エ
）
中
津
川

阿
久
根

江
（
故
　
阿
久
根
　
勉
）
虎
居

佐
野
　
正
治
（
故
　
佐
野
ユ
キ
エ
）
永
野

富
園
惠
美
子
（
故
　
富
園
　
　
輝
）
虎
居

　
　
　
　
　
匿
名
希
望
　
２
件

土
屋
　
敏
子
（
故
　
土
屋
　
安
雄
）
湯
田

橋
西
ヱ
イ
子
（
故
　
橋
西
　
菊
夫
）
神
子

角
　
　
成
生
（
故
　
角
　
　
卓
朗
）
柏
原

髙
祖
　
久
己
（
故
　
髙
祖
　
ト
ヱ
）
佐
志

隈
元
　
義
文
（
故
　
隈
元
シ
ヅ
子
）
佐
志

下
小
園
俊
行
（
故
　
下
小
園
フ
ヂ
子
）
柏
原

堀
之
内
フ
ク
（
故
　
堀
之
内
忠
良
）
宮
之
城
屋
地

神
馬
場
　
勉
（
故
　
神
馬
塲
十
代
子
）
中
津
川

北
囿
美
代
子
（
故
　
北
囿
　
照
三
）
船
木

上
川
畑
　
勉
（
故
　
上
川
畑
ト
ミ
コ
）
柏
原

下
畝
昇
一
郎
（
故
　
下
畝
サ
チ
子
）
久
富
木

栗
山
　
洋
子
（
故
　
栗
山
　
靖
雄
）
白
男
川

市
耒
　
利
光
（
故
　
市
耒
　
房
美
）
湯
田

平
　
　
孝
一
（
故
　
平
　
ミ
イ
子
）
求
名

上
　
　
公
司
（
故
　
上
　
　
芳
明
）
求
名

竹
之
下
松
美
（
故
　
竹
之
下

雄
）
佐
志

時
吉
　
成
夫
（
故
　
時
吉
み
つ
子
）
宮
之
城
屋
地

有
村
孝
一
郎
（
故
　
有
村
　
サ
子
）
虎
居

濱
　
　
廣
明
（
故
　
濱
　
　
惠
美
）
船
木

原
田
　
正
幸
（
故
　
植
園
　
幸
子
）
虎
居

上
囿
　
蔦
子
（
故
　
上
囿
　
美
弘
）
求
名

新
田
嘉
次
郎
（
故
　
新
田
　
嘉
子
）
永
野

内
山
　
文
髙
（
故
　
内
山
ヨ
シ
子
）
宮
之
城
屋
地

上
村
ト
シ
エ
（
故
　
上
村
　
靜
美
）
久
富
木

松
田
　
健
一
（
故
　
松
田
　
元
秀
）
時
吉

東
　
　
幹
雄
（
故
　
東
　
ト
シ
子
）
虎
居

宮
里
　
一
美
（
故
　
宮
里
ス
ミ
子
）
鶴
田

西
　
　
德
雄
（
故
　
西
　
キ
ヨ
子
）
虎
居

辻
　
　
修
一
（
故
　
辻
　
　
一
誠
）
熊
本
県

皆
様
の
善
意
に

　
　

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

【
備
品
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

（
車
椅
子
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
・

高
齢
者
擬
似
体
験
セ
ッ
ト
　
等
）

　　
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
さ
つ

ま
町
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
車
椅
子
や
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
の
貸
し
出
し
を
し

て
お
り
ま
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
具
の

貸
し
出
し
は
無
料
で
、
車
椅
子
の
貸
し
出
し

は
一
ヶ
月
間
だ
け
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
52
〜
１
１
２
３
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【
心
配
ご
と
相
談
の
お
知
ら
せ
】

　
　
※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
　
時

：

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
10
時
〜
12
時

　
相
談
員

：

さ
つ
ま
く
ら
し
・
し
ご
と

　
　
　
　
　
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
職
員

【
無
料
法
律
相
談
の
お
知
ら
せ
】

　
　
※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　
電
　
話

：

（
代
）
52
〜
１
１
２
３

　
相
談
員

：

弁
護
士

　
場
　
所

：

宮
之
城
ひ
ま
わ
り
館

　
日
　
時

：

毎
月
　
第
３
木
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

　
※
予
約
さ
れ
る
方
は
、
さ
つ
ま
町
社
会

福
祉
協
議
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

この広報誌の発行には、赤い羽根共同募金が使われています。

編

集

後

記

　
新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ど
の

よ
う
な
新
年
を
お
迎
え
で
し
ょ
う
か
。

寒
さ
が
厳
し
い
折
、
体
調
を
く
ず
さ

れ
な
い
よ
う
、
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
広
報
誌
第
48
号
を
発
行
い
た

し
ま
し
た
。
発
行
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
年
号
も
一
新
さ
れ
ま
す
が
、

我
々
、
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会

も
気
持
ち
を
一
新
し
、　
地
域
に
開

か
れ
た
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
、

今
後
も
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
っ

て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
の
ご
指

導
・
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

児
童
・
生
徒
の
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
認
定
証
授
与

　
平
成
30
年
12
月
21
日
、
児
童
・
生
徒
の
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業
に
お
き
ま

し
て
、
次
の
児
童
の
皆
さ
ん
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
認
定
証
を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
地
域
行
事
へ
の
参
加
を
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

盈
進
小
学
校
【
５
名
】

（
写
真
右
側
か
ら
）

　
○
坂
元
　
琳
佳
さ
ん

　
○
坂
元
　
志
成
さ
ん

　
　
　
　
　
（
二
回
目
）

　
○
竹
之
内
　
鈴
奈
さ
ん

　
○
竹
之
内
　
綾
音
さ
ん

　
○
北
原
　
三
登
さ
ん

　
　
　
　
　
（
四
回
目
）

↑　今年も、いぬまき園芸
教室の方々から葉牡丹をい
ただきました。ありがとう
ございました。
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